





















































浦で見たのと同じ「月が一輪」 、 「遥の下と思ふ処に」見えたと言う。さらに、同じ「遥の下」に「雲」や「空」といった「陸」に居ては上空に見上げたのと同じような景色が見えると言う。女房はその景色について、 其の雲は波、空は水。一輪の月と見えますのは、此から貴女がお出遊ばす、海の御殿でございます」と説明する。
しかし、実は逆転しているように感じられるのは景色ばかりではない。美女は同時に、海の中へ迎えられること


















































































































姫や博士、公子自身を含めた海の世界の誰にも「人間界の心も情も」 「分らない」と述べつつ、公子は、おさんやお七の「引廻し」を再現したかのような美女の姿を、 「不祥」ではないと判断する。僧都も「条理は弁へず 僧都にも分らぬことのみ と言いながらも、ひとまず公子に従い「忌はしい事」でないと賛同する。
このように判断を下す公子の言葉は「海の中」の側からの一方的なものとして響く。たしかに公子の言うように












すもの、悲しみますものに、私の、此の容子を見せて遣りたい」と、 「陸」のひとたちに自分 無事 伝え、父親に一目会いたいと願っている。美女がそういう願望を口にしたとき 公子の言葉は父親を非難するものとなる。
公子の言葉は、以下のように続く。 「貴女の親は悲しむ事は少しもなからう。はじめから其のつもりで、約束の




抱されて」 た様子を教え、 「何故、其が情愛なんです」と問いかけてい 。美女が思うほど「陸」の父親は娘を大切に考え は なかったかもしれず、その父娘のすれ違いが、後に美女が「陸」へ向かったときに悲劇を引き起こすこと なる。 （このとき美女が「陸」で体験した出来事については後述する。 ）
美女が「陸」へ向かったのは、本論のはじめに取り上げた「秘蔵の酒」の場面の後のことである。公子は、美女
が海の中へ来るにあたっ 「私は始めから、決して歎いては居ない」と言うのを聞き、気をよくして酒を与えたのであった。酒を飲んだ後、 「新し 生命を得た」と告げられた美女は、 「陸」 ひとたちに 恁う 活きて居ますのを、見せて遣りたう存じます」という願望を抑えきれなくなる。そ て 命 も「宝玉」も「指環」も「人が見ないでは 些とも価値がない」と主張する。公子は「人は自己、自分で満足をせねばならん」と諭し 「陸」へ行くのは「止したが可かろう」とも言う。そ でも美女が 縋る 如 訴えるので、公子は遂に、美女が「最う人間ではない」こと 「美しい蛇に成つた」こ を告げ のであ 。ただし 「蛇に成つた」とは「人間の目」には 大蛇」に見えると うことであり、美女自身が見ても 何処も蛇には成」ってはいない。公子 美女に「驕 、虚飾の心さへなかつたら、一生聞かなくとも済む、また聞かせたく い事」であったとも言う。





















「舞台」上で、美女が床を下りて廻廊を突切り、燈籠が消えて暗くなった回廊の先へ行く。一度、 「舞台」が暗転し、次に明るくなったとき、椅子に座る公子の足許に美女が倒れ伏している。美女の髪や衣服を乱した姿から「陸」で親や友人に受け入れられなかったことが予想されるが、美女は何も語らない。 「舞台」上に置かれた美女の様子を見る「見物席」に意識的な演出であると言えよう。美女に起こったことを明らかにするのは、 姿見を通して「陸」を見ていた公子である。倒れ伏す美女に向けられた、公子の「故郷は何うでした。……何うした、私が云つた通だらう。貴女の父の少い妾は、貴女の其の恐しい蛇の姿を見て気絶した。貴 の父は、下男とともに、鉄砲を以 て其の蛇を狙つたではありませんか」という言葉 「陸」の様子は伝えられる。また、美女が「陸」へ向かうとき、五個の「燈籠」が消えることも見逃せない。美女がこの海底の御殿へたどり
着いたとき 様子には、 「侍女三人、燈籠二個づゝ二人、一つを一人 五個を提げて附添ひ出で 一人々々、廻廊
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の廂に架け、其のまゝ引返す。燈籠を侍女等の差置き果つるまでに、女房は、美女を其の上段、紅き枝珊瑚の椅子まで導く」とあった。 「美女」が「 」の明かりに導かれてたどりついた先がこの海底の御殿であると言えよう。再びこの「燈籠」が灯る は、美女が「新夫人」として公子への「輿入れ」を果たすときである。美女とともに描き続けられた に注目するならば、 『海神別荘』は、 「陸」では「贄 であった ころの美女の死を、海の公子への「輿入 」による《再生》へと転換するために展開している作品と言えよう。
考察の対象を「陸」から帰った美女に戻したい。 「陸」で再会した父親は、公子の言う通り、銃口を向ける「敵」





自ら手をくだして命を奪うよう促す。促され 公子は、剣を抜き美女 近づく。しかしお互いに顔を見合わせたとき、美女は自分を殺そうとする公子に「顔のお綺麗さ、気高さ 美しさ、目の清しさ、眉の勇ましさ」と「位の高さ、品の可さ」とを見出し、 「最 、故郷も何も忘 」たというのである。そして、 「早く殺して。あゝ、嬉しい」
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とまで口にして「 （莞爾する。 ） 」 。故郷を思って泣いていた美女が、公子の気品ある「美しさ」に接することによって、 〈悲しみ〉という感情を忘れたということであろう。公子は即座に美女を許し、 「終生を盟はう」と言って、美女と二人、たがいの手首を切って血の「盞をかはして」飲む。そのとき舞台では再び「廻廊の燈籠」が「一斉に点り輝く」 。公子は、この「燈籠」の明かりが「陸 では「紫と紅の花が咲いた」様子に見えると言う。 紫と紅 は、公子と美 の血の色である。公子は「彼は何だ」と問うが、美女は「見覚えました花 す 私はもう忘れました」と答えるのみである このときようやく、 「輿入れ による美女の《再生》は完結することになる。美女は、かつて乙姫が引取ったお七がそう ったように 海 中に新しい命を得て生きていくことになろう。しかし、それは美女が故郷と〈悲し 〉とを忘れることと引き替えに得られた《再生》 もある。
おわりにかえて
『海神別荘』という作品は、美女と公子の「此処は極楽でございますか」 、 「そんな処と一所にされて堪るものか。おい、女の行く極楽に男は居らんぞ。 （略）男 行く極楽に女は居ない」という会話で終わる。海中の御殿は、人間の考える「極楽」とはまったく異なる場所ということになろう 作品の途中、 「水晶の数珠」が話題になった場面で、 「陸」 人間が の行 先を「冥土」 考えてい こ 反感 覚え た。公子らにとって海 中は死後の世界ではなく現に「活きている」世界である。当然のよ に男女の愛もあるという。美女はそこ 、 〈悲しみ〉 の感情を忘れて生きてい 。 とともに 「燈籠」 の火が描かれ続けることに注目すれば 『海神別荘』 は、 「陸」での美女の葬送を、海中の異世界への《再生》へと転換す 作品と言ってもよかろう。
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しかし、この場面においても作者は、公子が「其の龍の爪を美女の背にかく」場面を「見物席」に見せることを
















Considerations about Izumi Kyoka’s “Kaijin Besso”
―With a Special Focus on “Stage Directions”
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sea. (That iswhatshe looks like intheeyesof thepeople livingon“the
land”.)Intheend,shemarriestheprinceofthesea.
In thiswork, theauthordescribes indetail themovementsof the
actorperforming for “the spectators”. Inmypaper, Iwill pay special
attention to these stage directions in an attempt to find a new
interpretationforKyoka’swork.
Inthiswork,onlytheworldoftheseaappearsonthestage.Inthesea,a




actionof theplay to “thespectators”.Moreover,hehas thecharacters






authorwrites about thedifferencesbetween their systemsof values
repeatedly.Since thebeautifulwomancan forgethersorrowbybeing
rebornasa“snake”ofthesea,thenwecansaythatonlyhumanbeingsof
“theland”canexperience“sorrow”.
